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抄録：本研究は、保育者養成校の学生の「各授業科目への取り組み意欲」「大学コミットメント」「保育者志望度」「保育者効
力感」「自尊感情」の関連を明らかにすることを目的として、2年生88名（未実習）と3年生82名（既実習）を対象として質問
紙調査を行ない、分析検討したものである。学年別に分析を行なった結果、両学年ともに、保育系授業科目への取り組み意
欲が、大学コミットメントを媒介することにより保育者志望度を高めることが明らかになった。一方、実習を経験した3年
生では、大学コミットメントを媒介することにより保育者効力感を高め、さらに、保育者効力感が自尊感情を高めることが
明らかになった。学生の保育に対する意識や自己肯定感を育むためには、各授業科目への取り組み意欲を高めることに
加えて、所属大学における友人や教職員との良好な関係の構築が重要であることが示唆された。
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Ⅰ．緒言
内閣府（2018）の調査によれば、日本の年間出生数は、
第二次ベビーブームの1974年以来、急激に減少し、その後、
微増の年はあるものの、近年は緩やかに減少を続けてい
る。その一方で、保育所等を利用する児童の数は、ここ
数年増加の一途をたどり、待機児童問題も顕在化してきて
いる（厚生労働省, 2019）。また、女性の社会進出に対する
国民の意識の変化と、雇用機会均等法の整備等から、出産
後早くから子どもを保育所に預けて働くことを選択する
女性も増加してきている。このような状況を受けて、国や
自治体は保育所等の数を増やして対応し、待機児童の数は
減少してきているものの、未だその解消には至っていな
い。前述の厚生労働省の公表によると、2019年 4月の
就学前児童の保育所利用率は45.8%で、そのうち3歳未満
児が37.8%、0歳児は16.2%、さらに、待機児童の87.9%
が3歳未満児で、保育所入所希望の子どもの低年齢化が
進んでいることが読み取れる。2019年10月からは、3歳
以上の子どもの保育料が親の収入にかかわらず無償化さ
れ、今後益々、入所時期の低年齢化が進むのではないかと
予想される。
待機児童の解消には、保育所等の増設とともに、保育者
育成の加速化も必須である。加えて、このような低年齢児
からの重要な保育の一端を担う保育者の養成には、質の
高い保育を担える保育者を育てることが、保育者の量的な
増加とともに、あるいはそれ以上に重要な課題と言えよう。
2017年には、保育所保育指針、幼稚園教育要領、幼保連携
型認定こども園教育・保育要領が同時改定（訂）され、すべ
ての子どもに質の良い保育が提供されること、保育者の専
門性を高めることの重要性が強調された。質の高い保育者
養成には、現職の保育者の研修を充実させることが必要で
あるが、同時に、保育者養成校においては、学生のうちから、
保育に対する使命感と自己肯定感をもって、専門的知識・
技能を身につけるために学び続けることができるような、
保育者を目指す学生を育てることが重要ではないかと考
える。
東京大学社会学研究所と株式会社ベネッセコーポレー
ションの共同研究（2018）によると、小学4年生から高校
3年生を対象とした調査で、勉強が好きになった子ども、
自分のクラスに愛着をもった子どもは、自己肯定感が高ま
ること、さらに、将来の目標が明確になった子どもは、自己
肯定感が高まるという結果が報告されている。この研究
は、高校生以下を対象としたものであるが、この研究で
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示された「勉強が好き」「自分のクラスへの愛着」「将来の
目標」と「自己肯定感」との関連は、大学生においても同様
に認められるのではないかと考えた。すなわち、高校生に
おける「勉強が好き」が、大学生では「授業科目への取り組
み意欲」であり、高校生における「自分のクラスへの愛着」
が、大学生では「所属大学への関わり」と考えると、これら
が学生の「自己肯定感」と関連するのではないかと考える
ことができる。さらに、高校生における「将来の目標」と
「自己肯定感」との関連は、保育者養成校の学生にとっては、
「保育者志望度」と「自己肯定感」との関連と考えられる。
我々は、学生の「自己肯定感」の指標を一般的な「自尊感
情」と、保育者としての「保育者効力感」の二つの概念で捉
える試みを行った。「自尊感情」（Rosenberg, 1965）は、自分
に対する肯定的あるいは否定的な態度であり、自尊心が高
いということは、自分自身になんらかの意味で価値を認め
ていることである。自尊感情には一生を通じて比較的安定
した特性的自尊感情と、日常の出来事などにより特性レベ
ルを上下動する状態的自尊感情が存在する（阿部・今野, 
2007）。また、学生の自尊感情は精神的健康と関連があり、
自尊感情が低いほど精神的健康が悪化しているとの報告が
ある（橋本・垂見, 2015）。
一方、保育を学ぶ学生にとっての「自己肯定感」の指標
の一つである「保育者効力感」は、三木・桜井（1998）によっ
て提唱された。これまで、保育者養成校の学生の保育への
意識および自己肯定感の研究には、ピアノ技能に対する
学生の意識の研究（坂本・辻, 2014； 諸井, 2016）、「保育総
合表現」授業が学生の保育者効力感や自尊感情などへ与え
る教育効果（金城ら, 2015）などが報告されている。また、
保育者効力感は調査時期によって変化し、2年生では1年生
よりも低くなるという結果（田頭 , 2016）や、保育者効力感
は実習時の保育スキルや実習態度に影響を与え、それがさ
らに、実習後の保育者効力感に影響を与えている（浜崎ら, 
2008）という結果が報告されている。しかし、大学の授業
科目全般を対象として、その取り組み意欲と保育への意識、
自己肯定感を調査し、さらに、所属大学との関わりという
要因を加えて検討したものは、筆者の調べた限り見つから
なかった。
そこで、本研究は、大学2年生と3年生を対象として、
「授業科目への取り組み意欲」「所属大学との関わり」およ
び「保育への意識」と「自己肯定感」を調査し、それらの
関連の特徴を明らかにすることを目的として行った。本研
究から得られた知見は、保育者を目指す学生が、保育者と
しての高い使命感と自己肯定感をもって学び続けるための
保育者養成校の課題を示すことができるのではないかと
考えた。
Ⅱ．調査の方法
1．対象者と手続き
2019年9月および10月に、首都圏にある4年制の私立大
学の保育者養成を専攻とする2年生89名（男子23名、女子
66名）と3年生81名（男子18名、女子63名）を対象として、
質問紙調査を行った。調査時、2年生は、まだ実習を行なっ
ていない段階であり、3年生は、すでに2週間の保育所での
実習および2週間の施設での実習、計4週間の保育実習を
終えた段階であった。
調査は、授業後に行った。調査者が研究趣旨の説明をし
た上で、同意書と質問紙を配布し、回答後回収した（回収率
2年生94%、3年生93%）。質問紙の表紙には、調査目的に
加え、調査協力者の回答への自由、回答中断の権利、個人情
報の取り扱い等、 調査倫理に関わる注意事項を明記し、
無記名とした。なお、本研究の倫理的配慮については、東京
福祉大学の倫理審査を得た上で、倫理規定に則って行った。
2．調査項目
質問には、学年、性別などの属性の他、以下の質問項目を
記載した。
（1）授業科目への取り組み意欲
授業科目への取り組み意欲は、専門の科目を、保育系、
運動系、音楽系、造形系、心理系の5つに分けて質問項目を
作成した。「意欲をもって取り組めたと思うか」との質問
に対して、それぞれに、「5. 非常にそう思う」「4. ややそう思
う」「3. どちらともいえない」「2.  あまり思わない」「1. ほと
んどそう思わない」の5段階で回答を求め、点数化した。
科目の「～系」に関しては、具体的な授業名では示さず、
学生自身が考える授業のグルーピングに従って回答すれば
良いこととした。
（2）保育者志望度
学生の保育職につきたい気持ちの強さを、「5. 非常にそ
う思う」「4. ややそう思う」「3. どちらともいえない」「2. あ
まり思わない」「1. ほとんどそう思わない」の5段階で回答
を求め、保育者志望度として点数化した。
（3）大学コミットメント
所属大学との関わりは、小平英志（2011）の「階層的大学
コミットメント尺度（保育版）」の16項目の尺度（4因子
「専門職への志向」「専門領域への興味」「大学適応」「職業の
継続性」）を用いて求めた。回答は「5. 非常にそう思う」
「4. ややそう思う」「3. どちらともいえない」「2.  あまり思
わない」「1. ほとんどそう思わない」の5件法で求めて点数
化した。16項目の平均値を求めて、それぞれの学生の大学
コミットメントとした。
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（4）保育者効力感
本研究では、保育を学ぶ学生を対象としているため、
保育者としての自己肯定感として、三木・桜井（1998）の
保育者効力感尺度15項目から反転項目と負荷量の低い項
目を除いた10項目（田頭, 2016）の尺度を用いて求めた。
回答は「5. 非常にそう思う」「4. ややそう思う」「3. どちらと
もいえない」「2. あまり思わない」「1. ほとんどそう思わな
い」の5件法で求めて点数化した。10項目の平均値を求め
て、それぞれの学生の保育者効力感とした。
（5）自尊感情
自己肯定感を、保育者効力感とは別に、一般的な自己肯
定感として、Rosenberg の自尊感情10項目（山本ら, 1982）
を用いて求めた。回答は「5. 非常にそう思う」「4. ややそ
う思う」「3. どちらともいえない」「2. あまり思わない」
「1. ほとんどそう思わない」の5件法で求めて点数化した。
10項目の平均値を求めて、それぞれの学生の自尊感情と
した。
3．分析方法
回答は全てデータ化し、間隔尺度として分析を行った。
分析には、IBM SPSS ver.26を使用し、t検定およびパス解
析を行った。有意水準は5%未満とした。
Ⅲ．結果
1．各項目の学年別平均値
保育系、運動系、音楽系、造形系、心理系のそれぞれの授
業科目に対する取り組み意欲、大学コミットメント、保育
者志望度、保育者効力感、自尊感情、について学年別平均値
を求め、学年差の検定を行った（表1）。
その結果、心理系授業科目への取り組み意欲と自尊感情
においては、有意な差は認められなかったものの、保育系、
運動系、音楽系、造形系の授業科目に対する取り組み意欲
は、3年生で2年生よりも有意に低い結果が示された。
また、大学コミットメント、保育者志望度、保育者効力感
も、3年生で2年生よりも有意に低い結果が示された。
表1．各調査項目のスコアの学年別の結果と差の検定
学年（⼈数） 平均値（SD） 差の検定
保育系科⽬への取り組み意欲 2 年⽣（89） 4.01（0.72） t（167）＝2.21, p＜.05
3 年⽣（80） 3.76（0.75）
運動系科⽬への取り組み意欲 2 年⽣（89） 3.93（0.81） t（167）＝3.08, p＜.01
3 年⽣（80） 3.53（0.91）
⾳楽系科⽬への取り組み意欲 2 年⽣（89） 3.85（0.85） t（167）＝5.18, p＜.01
3 年⽣（80） 3.14（0.95）
造形系科⽬への取り組み意欲 2 年⽣（89） 3.96（0.80） t（155.8）＝2.82, p＜.01
3 年⽣（80） 3.58（0.94）
⼼理系科⽬への取り組み意欲 2 年⽣（89） 3.74（0.76） t（167）＝0.76, n.s. 
3 年⽣（80） 3.65（0.80）
⼤学コミットメント 2 年⽣（89） 3.25（0.51） t（167）＝5.03, p＜.01
3 年⽣（80） 2.83（0.59）
保育者志望度 2 年⽣（89） 3.73（0.99） t（167）＝5.12, p＜.01
3 年⽣（80） 2.88（1.18）
保育者効⼒感 2 年⽣（89） 3.28（0.43） t（167）＝5.53, p＜.01
3 年⽣（80） 2.89（0.50）
⾃尊感情 2 年⽣（89） 2.89（0.58） t（154.4）＝0.99, n.s. 
3 年⽣（80） 2.80（0.69）
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一方で、学年ごとに、授業科目の取り組み意欲の平均値
を科目別に比較した結果、2年生3年生ともに、保育系授業
科目への取り組み意欲が5科目の中で最も高いスコアが示
された。
2．各質問項目間の関連
質問項目である「授業科目への取り組み意欲」が「大学
コミットメント」「保育者効力感」「自尊感情」「保育者志望
度」に対してどのような関連があるのかを検討するために、
学年ごとに重回帰分析（ステップワイズ法）を繰り返すパ
ス解析を行った。パスが示されなかった変数を削除して、
結果を図に示した（図1、2）。なお、全ての回帰分析におい
てVIF＜1.5となっており、多重共線性の問題はないこと
が確認された。
2年生では、保育系と心理系の授業科目への取り組み意
欲から大学コミットメントに有意な正のパスが示された。
さらに、大学コミットメントを媒介することにより、保育
者志望度への有意な正のパスが示された。また、保育系の
授業科目への取り組み意欲からは、直接、保育者志望度に
有意な正のパスが示された。また、造形系授業科目への
取り組み意欲からは、直接、保育者効力感に有意な正の
パスが示され、音楽系授業科目への取り組み意欲からは、
直接、自尊感情への有意な正のパスが示された（図1）。
3年生では、保育系授業科目への取り組み意欲のみ
から大学コミットメントに有意な正のパスが示された。
さらに、大学コミットメントを媒介することにより、保育
者志望度と保育者効力感への有意な正のパスが示された。
また、保育者効力感を媒介することにより、自尊感情への
有意な正のパスが示された。一方、運動系授業科目への
取り組み意欲からは、直接、保育者志望度への有意な正の
パスが示され、心理系授業科目への取り組み意欲からは、
直接、自尊感情へ有意な正のパスが示された（図2）。
Ⅳ．考察
1．各項目の学年別平均値から
4年制大学の折り返し地点における3年生において、
保育系、運動系、音楽系、造形系のそれぞれの授業科目への
取り組み意欲が2年生よりも低下することは、憂慮すべき
ことである。実習が始まるこの時期にこそ、これまで学ん
できた理論に、実習で学んだ実践を対応させながらより
深い学びへと、学生の意欲を向上させていくような授業の
工夫や働きかけが必要である。一方、両学年共に、保育系
授業科目への取り組み意欲が5科目の中で最も高く、この
点においては、保育者養成校の学生の保育に対する意識の
高さが示されたと言えよう。
図1．調査項目間のパス解析の結果（2年生）
図2．調査項目間のパス解析の結果（3年生）
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保育者志望度に関しては、今回の調査では、3年生で2年
生よりも低下していた。保育者養成専門学校の学生の保育
職就業意欲について、入学時から卒業時まで継続して調査
を行なった彦坂（2019）によれば、保育の実践的な学びが
深まる1年生の終わりから2年生への進級頃、自分自身の
力と理想に差を感じて、急激に就業意欲が低下することが
指摘されているが、4年制大学の学生を対象とした本研究
調査からも、進級に伴って、保育者志望度が低下するとい
う同様の結果が示された。本研究による保育者志望度の変
化も同様の理由によるものであるのか、あるいは、違う理
由があるのか、今後、その理由なども含めて継続的な研究
が必要である。
また、保育者効力感については、調査時期によって変化
し、短期大学の2年生では1年生よりも低くなるという
結果（田頭, 2016）や、実習経験のない1年生が実習経験の
ある2年生よりも高かった（中村, 2006）といった結果が、
すでに報告されているが、同様に、本調査における4年制
大学の3年生と2年生でも、実習経験のある3年生の方が実
習経験のない2年生よりも保育者効力感が低くなるという
結果であった。このスコアの低下が、実習経験と関連して
いるのか、また、学年による傾向であるのかは、対象者が異
なることから、本調査からは明らかにすることができな
かったが、中村（2006）が「夢見る保育者効力感」と名付け
たように、保育者効力感は入学後が最も高く、次第に低下
するという先行研究の結果（中村, 2006； 浜崎ら, 2008）と
も一致するものであった。
保育者養成校の学生は、保育者になるという目標をもっ
て入学する生徒が多いが、学年が上がるにつれて、実習を
通して現場の厳しさを感じ、保育者として働くことの意味
を、身を以て理解し、その職業の楽しさと同時に責任の重
さを実感するのではないかと考えられる。また、複数の場
所での数週間にわたる実習経験によって、学生はそれぞれ
に、これまで夢に描いてきた保育者という職業について、
自分の適性を含めて現実的に捉え始め、卒業後の職業につ
いても、選択肢を広げて熟慮し始める時期でもある。その
意味では、実習後の保育者効力感は実習前よりもスコアが
下がるものの、「現実的な保育者効力感」であり、保育者志
望度も、入学直後の「夢見る志望度」ではなく、より「現実
的な志望度」と言えるのではないだろうか。
しかしながら、本調査は横断的な調査で学年による対象
者が異なるため、上述の結果が集団特有のものであると考
えることもできる。今後は、現在の2年生が3年生時点で、
各授業科目や保育に対する意識や自己肯定感がどのように
変化するのかを検討していきたいと考えている。
2．各質問項目間の関連から
学年別の分析結果から、2年生では、保育系および心理
系授業科目に意欲的に取り組むことが、大学コミットメン
ト、すなわち、所属大学に適応し、保育職への専門領域へ
の興味関心と継続的な保育職へ志向を促すことにつなが
ること、さらに、そのような大学での学びや活動を通して
保育者への志望度が高まることが示唆された。また、造形
系授業科目は、保育者としての自己肯定感を高め、音楽系
授業科目は自尊感情を高めることが明らかになった。2年
生において、造形系授業科目意欲が保育者効力感を高める
という結果は、高校までの美術の授業と異なり、保育場面
を意識した造形活動が多いため、その取り組み意欲が、
直接、学生自身の保育者効力感を高めためではないかと考
えられる。それに対して、音楽系授業科目は、未実習の
2年生にとっては、音楽系の授業科目を通してピアノの演
奏技術が上達することが、保育の技術の向上というより
も、ピアノそのものの技術向上と捉えているため、保育者
効力感にはつながらず、自尊感情の向上につながったと考
えられる。
一方、3年生では、保育系授業科目の取り組み意欲が、
大学コミットメントを媒介して、保育者志望度や保育者効
力感を上昇させること、保育者効力感を媒介することによ
り、自尊感情を上昇させるということが明らかになった。
このような、保育者効力感の上昇が、自身の自尊感情を変
化させるという結果は2年生では認められなかった関連で
あり、保育者養成校において2年生後半から3年生全般に
かけて実施された、4週間に亘る保育所実習及び施設実習
を、大学の教職員のサポートを経てやり遂げたという経験
が、自己肯定感の上昇に関与しているのではないかと考え
られる。また、3年生では、心理系授業科目から自尊感情
に有意な正のパスが示された。これも、保育園の実習や施
設の実習を通して、実際に子どもや障害を持った人たちと
関わったことで、心理系授業科目における学びが実践的に
役立つという実感があり、自尊感情の上昇につながったの
ではないかと考えられる。さらに、3年生では、2年生で認
められた、造形系、音楽系授業科目への取り組み意欲から
のパスが消えて、運動系授業科目への取り組み意欲から、
直接保育者志望度へのパスが示された。先行研究から、
大学生の運動能力と自尊感情との関連はすでに明らかに
なっているが（中西ら, 2015）、保育者を目指す学生にとっ
ても、実習を通して保育や福祉の仕事を学んでいく中で、
造形やピアノといった技能面のみならず、自分の体力や
運動能力の重要性に気づき、運動系授業科目への取り組み
意欲と、自尊感情上昇との関連が認められたのではないか
と考えられる。
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Ⅴ．結論
本研究では、4年制大学の保育者養成校において、実習
未経験の2年生と実習経験のある3年生で質問調査を行い、
項目ごとのスコアと、項目間の関連を学年別に分析検討し
た。その結果、3年生における授業科目への学び意欲は、
心理学を除く全ての科目において保育実習未経験の2年
生よりも低下し、保育者志望度、保育者効力感も2年生よ
りも3年生の方が低いスコアであった。一方、両学年とも
に、最も取り組み意欲が高い授業科目は、保育系科目で
あった。
項目間の関連では、2年生3年生共に、保育系授業科目に
意欲的に取り組む学生は、所属大学に適応し、保育職の専門
領域への興味関心が高まり、継続的な保育職への志向が促
されることが明らかになった。また、3年生では、保育者と
しての自己肯定感である保育者効力感が自尊感情を高める
ことにつながることが明らかになった。この関連は未実習
の2年生では認められない結果であった。前田（2017）が述
べているように、保育実習経験が、実習時の不安やストレス
を経験しながら子ども理解を深め、保育的行為やコミュニ
ケーション能力を獲得していく過程であることを踏まえる
と、本研究の結果は、調査結果の点数で示された保育者効
力感や自尊感情の変化だけでは読み取れない、保育者を
目指す学生の成長、すなわち、精神的にも肉体的にも大変
な実習を経験した3年生が、大学での学びが現実で活かさ
れていることを実感したり、大学での学びと現場での仕事
とのギャップに葛藤したりしながら、保育者となる自分
自身を肯定的に捉えていく学生の姿を浮き彫りにすること
ができた。
本研究結果は、重要な乳幼児期の養護と教育を担うこと
のできる、保育への高い意識と自己肯定感をもった保育者
の養成のための、養成校における課題のいくつかが示され
たと言えよう。その一つは、自明のことではあるが、専門的
な知識・技能を身につけるための各授業科目、特に保育系
科目の学びの重要性である。そのためには、教員は、専門領
域への興味・関心を向上させるような授業内容や方法の
工夫が求められる。課題のもう一つは、大学コミットメント
の重要性である。そのためには、共に保育職を目指す友人
と励ましあいながら学びあえること、保育の理論と技術を
教授し、実習の不安や困難さを支えてくれる教職員がいる
ことなど、養成校における良い環境を整えることが求めら
れる。
本研究は、ある一つの大学の学生を対象とした調査で
あったが、今後はさらに、調査の対象者を増やして調査分
析を行うことにより、専門的知識を身につけた上で、使命
感と高い自尊肯定感を維持していくことのできる質の高い
保育者養成に向けた検討を行いたい。
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Abstract : The purpose of this study is to understand the relationship among “learning motivation for each subject”, 
“university commitment”, “aspiration for a preschool teacher”, “preschool teacher efficiency”, and “self-esteem” of 
students in a preschool teacher facility. To this end, we carried out a questionnaire survey for 88 second-year students and 
81 third-year students. According to our path analysis, the learning motivation for “childcare” is shown to increase the 
“aspiration for a preschool teacher” of students in both grades. This process turns out to be mediated by the “university 
commitment”. In the case of the third-grade students who experienced the childcare training, it is shown that the learning 
motivation for “childcare” enhances the “preschool teacher efficiency” via the “university commitment”, which results in a 
further enhancement of the students' “self-esteem”. In conclusion, our study suggests that, in order to raise the “awareness 
for childcare” and “self-affirmation” of preschool teacher facility students, it is important to build a good relationship in 
their university as well as to increase students' learning motivation for each subject.
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